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 「プレゼン入門」は授業外の講習会である。当初は全 2 回で実施した。1 回目は、パラグラフやス
















2012.2 基本編２回×４グループ 31 (58) 4.50   
2012.9 基本編２回×２＋発展編１回×１ 15 (33) 4.56 発展編追加 
2013.2-3 基本編２回×６＋発展編１回×２ 40 (80) 4.64 複数地区で開催 
2013.5 基本編２回×１＋発展編２回×１ 17 (35) 4.68 
授業期に開催、 
発展編２回化 
2013.9 基本編２回×２＋発展編２回×１ 15 (48) 4.79  
2014.2-3 基本編２回×６＋発展編２回×２ 43 (120) 4.62 ※事後評価の対象外 




 2014年 1月半ばの 2週間、及び 2月下旬からの 2週間に実施した。2013年 9月までの受講者にメ
ールで依頼。111 名(不達メールは除外)の内、29 名から回答があった。回答率は 26％である。以下、
 概略のみ掲載する。なお、質問項目は、参考文献(2) (3) を参考にさせていただいた。 
(1) 苦手意識の克服 （平均＝４．２）      (2) 上達したと思うか （平均＝３．９） 
(1) 講習は苦手意識の克服に役立ったと思いますか。  
 
(2) 講習をきっかけにスピーチが上達したと思いますか。 
5)大いにそう思う 10 34% 
 
5)大いにそう思う 3 10% 
4) 16 55% 
 
4) 21 72% 
3)どちらともいえない 3 10% 
 
3)どちらともいえない 5 17% 
2) 0 0% 
 
2)  0 0 
1)全くそう思わない 0 0% 
 
1)全くそう思わない 0 0 
 
(3) スピーチに対する自信の変化： 受講前＝２．２ → 受講後＝３．７（回答者の平均値） 
 受講前の自信と、受講をきっかけに自信がどうなったか質問した（3=どちらでもない とした 5段階)。 
(4) どの程度役に立ったか： ４．０（回答者の平均値）（5=5名、4=20名、3=3名、2=1名） 





(6) 受講をきっかけに、よくなったこと： 「構成を意識して話す」（24名）が 1位。 
(7) 解説や実習の中で、役に立ったと思うもの 




 一方、「司会の解説」(9 名)も、発展編を受講した回答者 17 名の半数強と比較的多い。しかし、役
立った場面として司会をあげた回答者は 2名のみであった。受講者が講習後に司会をする機会は少な
かったと推測できる。 
(8) 事後アンケート時点での総合的な有用度評価： ４．１（回答者の平均値） 
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